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をしたのは，シェルドン（Edward Austih Sheldon，1823－1897）とハリス（Wi11iam Torrey
’自然系教育講座











































































346 庭 野 義 英
第2章シェルドンのカリキュラム
1 百科全書的構造のカリキュラム








     の各部分を区別し，それらの名称を言うことグできるように子ども達は指導される。
第2段階：第1段階と同じ
第3段階：単なる知覚によっては区別できないような事物の観察ができるように子ども達は指
     尊される。例えば，羊毛（wool）と毛織物（woollenc1oth）のように天然物と人工
     物の概念を獲得できるように，教師は指導する。
第4段階：事物の単なる観察ではなしに，より高い能力を開発する。事物の構成（composi㎎），
     配列（arranging），分類（classifyi㎎）と類推（ana1ogies）の能力を形成し，理性
     （reaS㎝）の高度な訓練を行う。
第5段階：10～14才の子どもが対象。子どもに事物を提示し観察を行なわせ，間答法により自
     然誌，製品，構成（composition）の知識を引き出す。次には事物の詳細な点につい





     較によりミルクの一般的僅質を理解する。さらにミルクの用途を理解する。問答法，
     演示実験により授業を行う。
第2段階一20課「ミルク」ミルクの性質や用途をより具体的に理解する。
第4段階一14課「ミルク」ミルクの僅質や用途を理解し，世界の主要国，主要地方のミルクに
     ついて知る。以上のような学習を通して「比較」の方法について学ぶ。
第5段階一61課「バター」バターの製造法，用途について知る。













































































































































































































































































第2表 E．A．She1don：Lessons on Object（1873）カリキュラムの構造





















       樹皮
ぶた        1－13
1－6      2－25
4－32
       ピン
鉛筆      1－15
1－7      5－93
2－26
       鳥
ミノレク       1－21
1－8      4－26
2－20           4－27















スポンジ    パン
2－1      2－14




























しょうが    水
2－17           2－11
4－5      4－8
米       油
2－21      4－9
5－13           5－27
象牙      ペン
2－24      3－9
5－52           5－90
ローソク     もぐら
2－27           4－29

































     さ，薄さ，固い，湾曲などの性質
第5段階一1課：種々のガラスの比較，ガラスの性質，ガラスと同じような性質を持った昔の



























第3表 W．T，Harris；How to Teach Natura1Science in Pub1ic Schoo1s，Second Ed（1894，First
Ed；1871〕
学年の目標 1学期 2学一期 3学期     4学期
1年 植物学概論 花一構造，色，香，習性，葉，果実，種；形，用途，芽，根一それらの目的； 樹液の循環，樹液から取
       外観         樹液，腐敗      茎と幹，植物の皮，木材 れるもの，植物の眠り，
                                     など
       ※入学は春か初秋である                      一1年間の復習一
       から，最初の学習は戸外
       で行われる。
2年 動物学・生 血液；血液は何を作り， 呼吸，脳と神経，感覚の 脳と神経（動物と人），動 羽とひれ，人の衣類と動
  理学概論  何から作られるか？  利用，視覚，目の保護， 物の骨格と機能，人の手 物の外皮，人が動物より
       根拠；動物にとって血液聴覚，臭覚，味，触覚， と動物の手の代替物 自 優れている点，動物の知
       から食料として何が得ら 骨，筋肉       分の身を守ったり・攻撃性，睡眠とその機能，死・
       れるか？                 するための動物の手段  それは何か
       胃と歯，血液循環                         一1年間の復習一
3年 物理学入門 空気，風，飛行と水泳の 気球，あわ，熱せられた 空気中の水分，雲，雪， 重力，地球の運動，摩擦
       比較，気圧，ポンプ，気 空気，煙突，水の利用， 霜と氷，熱と冷気，熱の 一1年間の復習一
       圧計，空気ボンブ，空気 水準器，水圧，固体中と 伝達，伝導，熱効果，蒸
       鉄砲，液体と区別された 液体中の親和力，隙間風 気，光，色，電気，磁気
       気体，火薬      と換気
4年 M系的植物騨婁嘗竈翫㍗婁嚢蓼鰍藤轡髪，宇多ド弩も繁幣ウ％
       根，種，木本，果実は パイン，苧柳，かし。 ろこし，米②いも，や②オリーブ（油），亜麻仁
       く知られている例によっ ぶな，か疋で，くるみ、 まいも，ビート，かぶら， （油），松，テレピン油，
       て説明する）   ヒッコり，シカモア，と玉ネギ，豆，えんどう③ロジン油，タール，弾性
                 わりこ，ポプラ，かばの りんご，もも，なし，プ ゴム，グッタペルカ
                 木（落葉樹と常緑樹），も ラム，さくらんぼ，オレ墓里撞凱と塁奮劃サル
                 ぐれん，生きている樫， ンジ，バナナ，レモン， サハリラ，キニーネ，ア
                 イナゴやバッタ，ハンヤ パンの木，なつめやし， ロエ，タバコ，アヘン，
                 ン，月桂樹，こけ   パイナップル，いちじく，だいおう
                           ぶどう ④サゴやし，タ   に価直ある古物
                           ピオカ，砂糖きび，ココ綿，亜，麻
                           ヤシの木（利用法）⑤
                           古刀淑，シナモン，小鱗茎，
                           バニラ ⑥茶，コーヒー，
                           ココア，マテ茶⑦アイ
                           ースランドのこけ
5年 Pと鵜饗の窄一稚動織辮肉4血畿と圧力2結合力繋2太陽系（、太既
  用    乳類，B鳥類，Cは虫類，液循環 5．呼吸 6、消化 ／のり，モルタル，セメ b惑星，c衛星，月，d
       D魚類〕，II軟体動物，m 7．神経 8．随意・不随意 ソト，など） 3．毛管引 慧星，e軌道，f太陽と
       節足動物，1V放射形動物 運動 9．ねむり・病気・ 力 4、機械力（水準器， 月の蝕，9季節，h月の
        （さんご，極微動物，な 死 10．衛生の正しい知 プーリー，など） 5．熱 相）
       ど）        識         6、光7．電気8．磁気
6年 汳n理学醤山百碧犠平査』．I，舳臥海繋脇風犬気中子動学1筋子；
       原，火山の形態と地震流    の水蒸気，つゆ，きり，植物・動物人一すみか
                 商業と気候の関係    雨，雲とひょう，気候，  （棲息地〕との関係
                           大気の電気的・光学的現
                           象
7年 自然哲学・ 物質とその特性；力，分 機械類，摩擦、材料の強 熱とその源，熱の伝達と 光源，光の反射，プリズ
  物理学概論 子力，重力と重さ，比重，度，建築における材料の 効果，スチーム・エンジ ムのスペクトル，目の構
   （良く知ら 重心，作用と反作用，運使用，流体静力学と毛管 ン，暖房と換気，一気象用 造，光学機器，望遠鏡，
  れた事物を 動の合成       現象，水力学，空気力学，装置，温度計，気圧計， 顕微鏡，など，電気，磁
  用いる）             音響学        液体比重計，雨量計，風 気，電磁気学，電信
                           力計，雲の種類，風の種
                           類，流石と隈石，AUR・
                           ORABOREALlS，太陽
                           のかさ，水の循環（蒸発，
                           雲，雨，泉，川，大洋，
                           などの過程）
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第3車ハ■jスのカリキュ













      第4表 ハリスのカリキュラムの構造
   学年の目標   1学期  2学期  3学期
1年：植物学概論  1
2年1動物学・生理学＝生理




  めと応用   ＝
6年：自然地理学概論1自然地理1自然地理 気象
。年：自然哲学．物理1物理

























      内容の初歩
 第4，5，6学年：より実用的に；
      最初の3年間では，子どものおもちゃや子どもが驚くような現象の原理を取り上
      げた。この3年間では，自然科学の有用性を理解するように指導される。
 第7，8学年：子どもの成長に合わせて，自然科学的興味が増すので，より抽象的な内容が採
      用できるI6〕。
このように，ハリスは明確な意図を持ってカリキュラムを編成したのである。彼は，螺旋型















































































































Wi11 S．M㎝roe：Histo町。f Pestalozzian Movement in the United States，Bardeen，
1907，Amo，1969，
0rra El Underhi11（1941）．
Edward A．Sheldon：Lessons on Objects，Scribner，Armstrong，1873．
石井正司（1981），216。
庄司他人男（昭和60），74．
Wi11iam T．Harris：How to Teach Natural Science，Bardeen，1894，11－12．
    ：W．T．ハリスのカリキュラム論，日本デューイ学会紀要第31号，1990，94－99．
William T．Harris（1894），12－13．
Wi1iam T．Harris117thAmua1ReportoftheSt．Louis Pub1ic Schools，1871，174－175．
    1W．T．ハリスの科学観に関する研究，日本デューイ学会紀要第30号，1989，62
－67．
Wi11iam T．Harris：23th Amual Report of the St．Louis Pub1ic Schoo1s，1877，190－
193．




     19世紀末米国における理科教育に関する考察一W．T．ハリスの活躍を中心と
して，日本理科教盲学会研究紀要23－3．1983，83－90．
Wi11iam T．Harris（1894），36－46．
Kurt E，Leidecker1Yankee Teacher－the Life ofWi11iam T．Harris，Kraus，1971，307
－316．




     （1989）’。
     （1990）。
355
A Study ontheE1ementaryScience Curricu1um inthe1860’s
and1870’s in the United States of America
A Comparison Between Edward．A．She1don
       and Wi11iam T．Harris一一
Yoshiei NIWANO
ABSTRACT
   It was in the latter part of the nineteenth century that science education in the United
States of America grew systematic out of catechismatic．Wi11iam T．Harris’major
contributions to education was that he intmduced natu胴1science into the cuniculum to
solve the probIems of the Sheldon’s Oswego Object Teaching．Harris’elementary science
curriculum was HOmわτmcゐル切m’8cタmce加Pmmc∫c尻。必，in1871，in St．Louis．W．
Tl Harris thought it the educationa1value to leam the habit of regularity，silence，and
industry which wou1d preserve and save civil order，also he thought that science would give
peop1e great wealth and comfort to improve their lives1
   W．T．Harris model accented the relationship of ideas，and used the science discipline
asanorganizationalframework．EdwardG．Howecba㎎edtheHarris’sciencecurricul㎜
into a curricu1um entitled靱s危mακc∫c5mc召Teαc〃mg in18941
